
 

 

 

 

 

 

 

 

新年度(2026年度)がスタートしました。  

校長 福田 秀樹  

４月１日付で小山中学校長に着任いたしました、福田秀樹と申します。どうぞよろしくお願いいたします。3 月終わりに美しく咲い

ていた校庭北の辛夷(こぶし)も、いつしか地面を白く飾っています。花言葉は「歓迎」「友情」「信頼」と、新年度にふさわしい言の葉

です。別名に、「田打桜」とも。 

「津軽にて田打桜と聞きし花いまぞ咲きたれ岩代辛夷」（若山牧水）『朝の歌』 

 

新入生２４６名を迎え、全校生徒７０５名で２０２６年度がスタートしました。新入生の保護者の皆様、改めてお子様の御入学おめで

とうございます。入学式の呼名にキラキラとした眼差としっかり返事をする新入生一人一人の表情を壇上から見ることができ、とて

も頼もしく感じました。私自身も生徒とともに成長していきたいと強く念じております。 

入学式式辞に一部を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の教育目標は、【創造】【敬愛】【健康】です。 

この教育目標から、目指す生徒像を３つ、示しています。 

【創造】を踏まえ、すすんで学び、創造性のある生徒 

【敬愛】を踏まえ、豊かな心をもち、思いやりのある生徒 

【健康】を踏まえ、心身ともに健康で、意志の強い生徒 

この３つは、小山中学校での様々な学びを通して、将来につながる「人格の完成」を目指すということです。 

人格の完成とは、どの様な人になることなのか。 

著名な歴史作家、司馬遼太郎さんはが、「二十一世紀に生きる君たちへ」という作品の中で述べている「たのもしい人格」

を持つということでもあります。 

それは、他人の痛みを感じ、「いたわる」人になっていくことです。「たのもしい」は「頼りになる」ことでもあります。 

「こんなときあいつがいたら、あのこがいたらなあ」と言ってもらえる人になって欲しいと思います。 

「二十一世紀に生きる君たちへ」という作品は、司馬遼太郎さんが小学６年生の国語の教科書に掲載するために書き下

ろした作品です。皆さんにも是非読んで欲しい本の一冊です。 

（間もなく小山中学校の図書館に配架される予定です。） 

改めて学校というところは、そこで生活する全ての人と「時間」と「空間」を共有しています。集団の中で共に考え、共に悩

み、共に苦労し、間違えながら互いの個性や良さを認め合い、協力し助け合い、楽しく学校生活を送ることを心がけていきま

しょう。 

集団生活の中で皆さんに意識してほしいことを伝えます。「凡事徹底」ということです。 

これは「当たり前のことを、当たり前に、丁寧に続けていくこと」を意味します。例えば、元気に挨拶すること、時間を守るこ

と、忘れ物をしないこと。学習も清掃も手を抜かず取り組むこと、どれも特別なことではありません。でも、これらを毎日丁寧

に続けることは、簡単なようで実はとても難しいことです。 

どんなに才能のある人でも、日々の「当たり前のこと」ができなければ、大きな成果にはつながりません。小さなことの積

み重ねが、やがて自分自身の力となり、集団力の向上にもつながっていきます。 

皆さんは世界の宝です。磨けば磨くほど光ることを私は知っています。学校はその宝を大切に、丁寧に指導・支援します。

小山中学校はそれに相応しい場です。皆さんが心や発想を豊かにし、自らの未来を創っていかなければ、未来の世界も創

ることができないことも私は知っています。皆さんが自らの未来の設計図を考え、実現していくことを学校は全力でサポート

します。 

小山中学校だより 
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自ら情報をつかみ、安全を切り拓く  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇◆ 表彰の生徒・部活動の紹介 ◆◇◆ 

 

◆◇◆ 今後の予定 ◆◇◆ 

第5回松が谷カップ【女子の部 第3位】 女子バスケットボール部 

 

◆◇◆ 保護者用駐輪場の設置について◆◇◆ 

 

◆正門から◆ 
直進して校舎とグラウンドの間を抜け、 
突き当り左手側のスロープを下りてください。 
 
◆西門(ミニストップ側)から◆ 
右手側のスロープを下りてください。 

4月21日(火) 専門委員会 5月11日(月) 教育実習始（～5/29） 

4月22日(水) 職員会議 5月12日(火) 心のアンケート・避難訓練 

4月23日(木) 中央委員会 5月13日(水) 職員会議 

4月24日(金) 3年保護者会 5月14日(木) 午前授業（給食なし） 

4月27日(月) 1年保護者会・I組保護者会 5月15日(金) 安全指導（防災班編成） 

4月28日(火) 職員会議 5月18日(月) 生徒会朝礼 

4月30日(木) I組校外学習 5月20日(水) 体育大会予行練習・弁当持参・職員会議 

5月8日(金) 生徒総会 5月23日(土) 体育大会・弁当持参 

 

今年度より保護者会や学校公開日に、保護者の方は自転車での来校をしていただけることになりました。 

駐輪場の整理係等はおりませんので、整列の協力をお願いいたします。指定された場所以外の駐輪、車での来校

はご遠慮願います。 

今年度から学校だよりに掲載する表彰の記事は、学校内の活動におけるものに限らせていただきます。学

校活動以外や外部での活動による表彰は、学年だよりや学年会等で行うこととします。 

副校長 河野 龍 

新年度を迎え、改めて生徒の皆さんに意識してほしいのは「自ら進んで正しい判断をする力」です。 

道路交通法の改正により、自転車ヘルメットの着用が努力義務となったり、自転車の乗り方にも変化があったりしまし

た。「決まりだから」ではなく、自分の命を守るために何が必要かを自ら考え、行動に移してほしいと思います。 

また、スマートフォンやＳＮＳの普及により、自分の都合の良い情報ばかりが届きやすい時代です。だからこそ、受け

身にならずに自ら正しい情報を得ようとする姿勢が、これからの「生きやすさ」に直結します。 

日々の授業を通じ、確かな情報をつかみ活用する力を高め、変化の激しい時代をたくましく歩んでいくことを期待し

ています。 


